
 186  第 8 章 相関と回帰

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■  相関係数の見方  

 相関係数から、相関関係の強弱を判断する目安は、つぎの通りである。  

  0.8≦｜r｜   → 強い相関あり  

  0.6≦｜r｜＜0.8 → 相関あり  

  0.4≦｜r｜＜0.6 → 弱い相関あり  

     ｜r｜＜0.4 → ほとんど相関なし  

 なお、これはあくまでも目安であって、相関係数は、データ数との関係で吟味す

る必要がある。特に、データの数が少ないときには、母相関係数  ρ  が 0 かどうか

の仮説検定を行うべきである。  


